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フィオルド(Fio工d)は海に注ぐ氷河の深くなり過

ぎた谷の遺物であり現在の海水面より下にある(図4

-66).このため除しい岩壁の間の陸地に入りこんだ

海の細い腕のようだ平面形を有する.成因から考えて

当然のことながらフィオノレドには懸谷にかかる爆布を

伴っているものも少なくない.また比較的高い海面

下の敷居で外海と隔てられているのが普通である.ス

コットランドの西海岸沿いではこのようなフィオルド

の海面下にある敷居から淡水湖と海とを隔てている多

かれ少なかれ露出した障害物に至るいろいろな移り変

わりが見られる.

フイオルドはたとえばスコットランドノノレウェｰ

グリｰンランドラブラドｰノレブリディッショ･コロ

ンビアアラスカパタゴニアおよびニュｰジｰラン

ドのようなところにある海岸の台地や適当な構造の山脈

が激しい氷河に見舞われた時にその原形が作られた

ものである.平面図(図4-67)で見ると一般に

それらは弱い構造のベノレトの分布によってきまった矩形

のパタｰンをもっている.少数の例外はあるがそれ

らの大部分は節理のよく発達したあるいは断層帯に沿

ってうち砕かれた岩石のベノレトである.そのため氷
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河の過深食が非常征深部まで及びノルウェｰおよびパ

タゴニアのフィオノレドには深度が4,000フィｰトを超

えるものも知られている.

以上は氷河による侵食作用とその結果である氷食地

形についてややくわしく述べたがそれはその知識が

わカミ国で第四紀の地史を研究する上に不可欠でありか

つ日本アノレプスや目高山地などにおいてこの分野に

関する立派な研究がすでに行なわれているからである.

この研究を推進する上に先駆的な役割りを果たしたのが

今村学郎(1940)であり戦後それにいわゆる層位学的

な手法を導入して自らも研究しかつ指導的た役割りを

果たしたのが小林国夫(1955)および湊正雄(1954

1970)である.彼等の業績のエッセンスともいうべき

ものは比較的入手しやすい単行本にまとめられている

のでこの際次の3著だけはぜひ読んでおかれること

をおすすめする1

今村学郎

小林国大

湊正雄
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日本アルプスと氷期の氷河:古今書院

日本アルプスの自然:築地書館

氷河時代の世界1築地書館

(筆者は燃料部)
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